
（発言内容）

今からチーム水の発表を始めます。
私たちは水を食べるレストランの具現化計画を提案します。
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（発言内容）

大野の水は水道水がおいしい市町村ランキングで１位になってお
り、おいしさが認められています。
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（発言内容）

そんな誇れるおいしい水がある大野市を「水の聖地」にするために
行われているのが、「キャリングウォータープロジェクト」です。
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（発言内容）

その目標を達成させるために私たちが注目したのが、「水を食べる
レストラン」です。
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（発言内容）

水を食べるレストランとは、３，４年前に行われていた、大野市の水
を利用して作られた料理やお菓子などをインターネット上で紹介し、
ブランド化された大野市の水とともに作られた料理の総称、また、
大野の知名度を上げるための活動のことです。
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（発言内容）

この活動がネット上だけだともったいないです。
もっと多くの人々に大野の水や食べ物を知ってもらうために、水を
食べるレストランを３次元にしませんか。
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（発言内容）

私たちが水を食べるレストラン具現化を提案する理由は、大きく分
けて３つあります。

 １つ目は、環境省選出、名水百選にも選ばれた大野市の水、また、
大野市自体の知名度を上げたいから。

 ２つ目は、大野の水をもっと多くの人々に味わってもらいたいから。
 ３つめは、水だけでなく、大野のおいしい食べ物ももっと多くの人々
に知ってもらいたいから、です。
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（発言内容）

レストラン具現化までの道のりとして、まず、メニューを提供してい
ただくために大野の飲食店にオファーをします。

オファーを受けてくださったお店にはレストランのQRコードやメ
ニュー一覧を掲載したパンフレットを設置し、その商品をメニューと
して販売していただきます。

そして、そこでの売り上げの一部をレストラン具現化のための費用
に充てます。

また、市内の学校給食にメニューを提供し、それを食べた生徒が
家へ帰って、例えば、「今日学校で出た水まんじゅうがおいしかっ
たよ」と家に帰って、親や大人に伝えることで宣伝効果、各店舗の
売上上昇を図ります。

そして、最終的にレストランを出店したいと考えています。
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（発言内容）

水を食べるレストランのコンセプトは、「きれいで美味しい水」です。
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（発言内容）

水を使った体験や水流の可視化を目指し、店内には簡単な湧水ス
ポットを設置したり、商品を食べながらくつろげる場所として、足湯
ができるスポットを設置したり、さらに、水を汲むポンプを設置し、
自分で水を汲んでもらうシステムをつくったり、透明な水道管を置く
ことによって、水の流れを感じてもらえるようにしたいと思っていま
す。

これらにより、水をより身近に感じてもらえるような工夫をしたいと
考えています。

透明な水道管については、水道管と壁の間に照明を挟むことに
よって、少しの照明で広範囲を照らすことができるので、節電効果
があると考えられます。
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（発言内容）

レストランの経営方法として、イートイン、テイクアウト、お土産コー
ナーを設置し、商品をお土産として販売、商品を自宅で作ることが
できるキットの販売を想定しています。

販売するメニューは、もちろん大野の水を使った料理、スイーツ、
飲み物などです。

また、商品の売れ残りが出てきたときには、食品ロス削減のため、
フードドライブを行いたいと考えています。

フードドライブとは、地域の福祉団体や施設、フードバンクなどに寄
付する活動です。

これにより、捨てられた商品を処分する際に出る排気ガス、二酸化
炭素の削減につながると考えています。

11



（発言内容）

大野の水を使用したものには、水ようかん、越前そば、水まんじゅ
うなど、このほかにも美味しい食べ物がたくさんあります。
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（発言内容）

レストラン具現化のメリットとして、大野の料理を提供することによ
り、大野の料理の美味しさを知ってもらえます。

店内で水を使った体験をできるようにすることによって、大野の水
にたくさんの人に触れてもらえます。

荒島の郷のような集客数の多い場所の近くに建てようと考えており、
そうすることによって集客効果が期待できます。
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（発言内容）

そのほかに考えられるメリットとして、大野の水だけでなく、大野料
理や大野市自体の知名度アップにもつながります。

市営にすることによって市の利益となり、キャリングウォータープロ
ジェクトの活動促進費用や、水環境整備費用に充てることができま
す。

店舗において、オファーを受けてくださった、各店舗の利益増加や、
オファーした各店舗間のつながりも生まれると考えています。

このようなメリットから私たちは水を食べるレストランの具現化計画
を提案します。
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（発言内容）

ご清聴ありがとうございました。
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